




しかいません、他の人は誰もいなくなりましたと言わ
れて、そこで初めて知事になることについて考えまし
た。それまで行政書士や教育委員などの係わりの中
で、福祉や農業関係の方々から様 な々意見を聞いて
いました。彼らは、行政にいくら意見を言っても「お
金がないからダメ」の一点張りで何も聞いてもらえな
いと言うのです。当時の県政は、福祉も農業も一斉
に一律予算削減の方針で、この県政がまた 4 年続く
のかと思ったときに、では、自分が出るしかないと
思いました。

山形県の４つの地域
広中　ユニークな経緯で知事になられたわけです
が、それでは現在の山形県に対して、どのような問
題意識を抱いていらっしゃるか、いろいろとうかが
っていきたいと思います。
吉村　山形県内は、村山・最上・置

おきたま

賜・庄内という
4 つの地域に大きく分かれていまして、それぞれ自
然環境も異なり、文化や歴史・産業にも独自のもの
があります。村山・最上・置賜は、いずれも四方が
山に囲まれた地域です。庄内地域は西側に日本海、
東には出羽三山（視察1）がそびえています。
　山形県の面積は東京・神奈川・千葉を合わせたく
らいで、地理的にはほとんどの地域が山に囲まれて
おり、その数は 600 以上になります。鳥
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豊山・朝日岳など、よく知られた名峰もた
くさんあります。そして、山が多いため滝も多くあり、
5m以上の滝となるとその数 230と日本一になります。
広中　今回の視察では滝は見ませんでしたが、水が
とても澄んでいて素晴らしかったです。遊

ゆ

佐
ざ

町
まち

の丸
まる

池
いけ

様
さま

と牛
うしわたりがわ

渡川を訪れました（視察2）。ここは秋田県
との境にある鳥海山の伏流水が湧き出てできた池と
川だそうですが、森に囲まれた瑠璃色の水の神秘的
な美しさと、日差しを反射しつつ透きとおる流水と
濃緑の藻のコントラストの美しさに感動しました。他
にもこうした名水の湧き出すところが何カ所もあるそ
うですね。ぜひ守っていきたい自然環境です。
吉村　山に囲まれて自然は豊かな一方で、道路基
盤にはまだ問題があります。物流にせよ、観光にせ
よ、他県との交流という点では道路をしっかりとつ
ながないと非常に不利です。もちろん災害の時にも、
他県との連携が難しくなりますね。
　東日本大震災では、日本海側の応援県として頑張
ったのですが、やはり道路がネックになりまして、日
本海側から石油やガソリンを運ぶにしても時間がか
かって大変でした。このことからも、道路はとにか
くつなげようと一所懸命にやっております。
広中　本日、庄内平野から山形市に来る道で長いト
ンネルを抜けましたが、あのように長いトンネルをこ
れからもっと整備されていくのですね。

吉村　月山道路ですね。湯
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山と月山の間を走る
のですけど、あそこはまだ高速道路のミッシングリン
クが残っているんですよ。先日も国土交通省に行き
まして、あそこは一大プロジェクトになると思います
が、将来を見据えて今から調査をしてください、と申
し上げてきました。あそこを何とかしないと、庄内と
内陸が分断されてしまいます。実際に最近でも、大
雪が降って雪崩が発生してストップするときがありま
すからね。

知事の描く理想郷とは
広中　県のリーダーとしてもう10 年もやってこられま
したが、その過程で抱いてこられたビジョンも少し
ずつ変わってきたのではないかと思うのですが、い
かがですか？
吉村　最初に選挙に出たころは「赤ちゃんから長寿
の方まで」という言葉をよく使いました。もちろんイ
ギリスでいうところの「揺りかごから墓場まで」と
同じような意味になりますが、私にはどうも「揺り
かご」や「墓場」といったモノにしてしまうのは好
きになれないんですね。
　選挙で県内全域を回っていますと、いま現在、そ
こに生きている方々の姿が目に入ってきます。そこで、
モノではなく「赤ちゃんから長寿の方まで」という人
を指す標語を掲げて、県民一人ひとりが生き生きと
元気に暮らしていけるように、ということを申し上げ
てきました。
　私は、基本姿勢として「心の通う温かい県政」
を理念として、最初は「緑と心が豊かに奏であい、
一人ひとりが輝く山形」を打ち出しました。2 期目に
は「自然と文明が調和した理想郷」と打ち出して、
3 期目には、それに“新”をつけて「自然と文明が調
和した新理想郷」としました。
広中　その「理想郷」とおっしゃるキモはなんです
か？
吉村　それは二人の人物の言葉に触発されていま
す。まずは明治時代に日本各地を旅して回ったイザ
ベラ・バードというイギリスの女性旅行家の言葉です。
彼女は、日本の東北や北海道を旅して、その記録を

『日本奥地紀行』という本に著しています。その中
で山形のことも書いてあります。
広中　イザベラ・バードは、当時の日本の風景や人々
がいかに素晴らしいものであったか、紀行文に書き
残していますね。山形についてはどのように書いて
ありましたか？
吉村　彼女は、米沢盆地を訪れて、「東洋のアルカ
ディア」だと著書に記しています。アルカディア、つ
まり理想郷です。彼女はこの地に住む人々の暮らし
ぶりとそれを取り巻く自然環境を見て、自然と人間
が調和した美しい世界だと思ったのでしょう。
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　もうひとつはアメリカの駐日大使だったエドウィン・
Ｏ・ライシャワー博士が、山形を訪れたときの思い
を記した文章です。「山形―山の向こうのもう一つの
日本」と題された一文で、山形には東京や大阪とも
違う、もう一つの望ましい日本の姿があり、それは
将来、自然と人間が調和して暮らしていく、その理
想の形がここにあるとおっしゃっています。この言葉
は、山寺にある芭蕉記念館に碑文として残されてい
ます。
　私は、このお二人の言葉が、外から山形県を見た
ときの姿なのだと思いまして、私なりにそれとコラボ
させて「自然と文明が調和した理想郷山形」とした
のです
　人間は自然界の一部だと思っていますので、自然
豊かな山形県として、自然を大事にしながら、その
中で農業や工業・商業といった経済活動もしっかり
としていくということが理想だと思っています。
　3 期目に入って“新”をつけたのは、常に山形県の
価値を高め続けなければならないと思ったからです。
あらゆる産業でイノベーションを起こし、時代という
ものを先取りしながらやっていかないと取り残されま
す。山形県の価値を常に高め続けるという意味を込
めて「新理想郷」としました。
　新しい価値を持った理想郷にするには、道路もつ
なげなければなりませんし、工業技術の革新も必要
です。技術革新は農業でも起きています。山形は世
界一のサクランボを開発してきました。すでに佐藤
錦は全国でも有名ですが、いま C12 号という500 円

玉より大きいサクランボを開発中です。県の園芸試
験場で 20 年をかけて開発し、去年から苗木を供給
し始めましたので、4 ～ 5 年後には市場に出まわる
でしょう。農業の技術革新はお米にもありまして、
つや姫に加えて雪若丸というお米も開発されました。
広中　つや姫は聞いたことがありますが、雪若丸と
いうのは新しいですね。
吉村　私が知事に就任して 3 日目くらいに、新しく
開発したばかりのお米に名前をつける会議がありま
した。そこで「つや姫」という名前が誕生しました。
私自身はつや姫の母を自負して、ずっとＰＲしてきま
したが、最近売れてきましたので、去年からは、新
しく弟の「雪若丸」というお米も出しました。つや
姫と雪若丸は、姉と弟という感じで宣伝をしています。
　それに加えて、山形県には二つの世界最先端の
技術があります。一つは米沢の有機 EL（エレクトロ
ルミネッセンス）です。LED とは違い、自然光に近
い温かみのある光で、非常に薄いんです。壁に印刷
みたいに塗布しても使えます。山形大学工学部で開
発したもので、この有機 EL には、いまいろんな関
連商品が出てきて注目されています。
　もう一つの世界最先端はバイオ技術です。鶴岡市
に慶應義塾大学の先端生命科学研究所があり、そ
の研究にいくつか世界最先端のものがあります。そ
の一つがスパイバー（Spiber）というベンチャー企
業が開発した「人工クモ糸」です。細くて軽くて強
い、たんぱく質でできた素材です。
　こうした最先端の工業技術だけではなく、飲み物

視察レポート❶
山形県には、日本一の広さを誇るブナの天然林をはじめとする原生的な自然環境と
ともに、生活との関わりの中で育まれてきた里地里山などの多様で美しい自然環境
がある。今回は、出羽三山として有名な羽黒山、そして美しい湧水地をめぐった。

視察１　羽黒山の三
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神合祭殿
　出羽山地を代表する三つの山、月
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山・羽黒山は、古くから修験道の聖地として知られてきた。このう
ち月山・湯殿山が冬季は積雪で登拝できない。そこで、三山を羽黒山で一緒に参拝できるように祀られている。
写真の「月山」の左に「湯殿山」、右に「羽黒山」とそれぞれの拝殿が並んでいる。社殿は合祭殿造りと称すべき
羽黒派古修験道独自のもので、厚さ 2.1ｍにおよぶ萱葺屋根が荘厳さをかもし出す。
（写真①）
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渡川
　ともに「里の名水・やまがた百選」のひとつ。丸池様は鳥海山からの湧水だけで
できた湧水池。透き通った池の底には、水温
が低いために朽ちずに残っている倒木が見え
る。瑠璃色の池の水は神秘的な雰囲気に包ま
れており、池そのものが丸池神社の御神体に
なっている。（写真②）
　また、丸池様の手前にある牛渡川も、鳥海
山の湧水による水量豊かな川で、高い透明度
に深緑の藻が揺れる様子に心が洗われる。 ①②
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や食べ物の分野でも誇るべきものがあります。53 の
酒蔵と 14 のワイナリーがありまして、豊かな自然や
変化に富んだ気候が育んだ日本一の美食・美酒県だ
と自負しております。

大震災がもたらした
エネルギー問題への目覚め

広中　豊かな自然を守りながら、農産物に加えて世
界に誇る先端技術も育てていくとなると、環境問題、
なかでもエネルギー政策が重要になっていくと思い
ます。今回は山形県内を回りまして、再生可能エネ
ルギーの開発に、県として相当力を入れておられる
なと感じられました。もともとそうした意識があって
知事になられたのですか？
吉村　実は、私はエネルギー問題にほとんど関心が
なかったのですが、東日本大震災で目覚めたんです。
原発事故が福島で起き、その時の大変な風評被害
は山形県にもふりかかりました。
広中　お隣の県で起きた事故ですのに、東北に縁

のない人たちには一緒に思えたのでしょうか。
吉村　隣とはいっても結構離れていますし、その間
に山もあるのですが、観光客は来なくなり、県産品
も売れなくなりました。経済も落ち込んで大変でし
た。それに加えて、3 月11日と4 月 7 日の 2 回、山
形県内は大停電に見舞われています。ほとんどの家
や会社で電気が止まりました。この時に、これは何
か仕組みがおかしいのではないかと思いました。
　大震災では、全国で一番多い 1 万 3,000 人が避
難して来られ、県内で受け入れました。震災後すぐ
の春分の日の連休でしたが、私は県内の避難者が
おられるところを回ってみたんです。そして、金山町
という県北にある町の老人施設に行ったときでした。
避難者の方々は近くの公民館などにいらしたのです
が、老人施設にはお風呂があるが沸かせないと言う
のです。なぜかと尋ねると、震災の影響で重油が手
に入らなくなったからだと言うので、私は思わず「山
の重油があっべな」と言ってしまいました。山には
木が文字通り山ほどあるのに、なんで薪として使え

視察レポート❷

山形県は平成 24 年 3月に「山形県エネルギー戦略」を策定し、平成 42 年度（2030
年度）までに、原子力発電所1基分に相当する約100万 kWの新たなエネルギー資
源を開発することを目標に掲げて取り組んでいる。平成 29 年度末時点で累計49.9
万 kWを開発。目標に向け順調に計画展開しているという。今回は、山形県の注力
する様々な再生可能エネルギーの取り組みを拝見した。

視察 3　株式会社鶴岡バイオマス
　平成 27年 12 月に運転を開始した発電所。発電量は 1,995kW。水
分を多く含む木材を燃えやすくするために開発された独自の圧縮脱水装
置がある。燃料となる木材はすべて山形県産を使用し、隣接した製材所・
羽越木材協同組合鶴岡工場と連携しすべての木材受け入れを可能にする
ことで、山中での木材選別の手間をなくし、森林資源をより効率的かつ
有効的に活用できるようになっている。（写真③）

視察 4　遊
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佐風力発電所の出力変動緩和制御型風力発電システム
　平成 22 年 12 月に運転開始。発電量 2,080kWの風車が 7 基並んで
いる。日本海特有の強い季節風を活用しているが、同時に雷や塩害も
あって、その対策もとられている。近くに蓄電用の大型施設があり、さ
らに風力発電機自体にも発電量を調整する機能が備わっている。
（写真④：加藤総業提供）

視察 5　湯野浜地区 CO2 大幅削減事業と集中給湯設備
　湯野浜温泉は日本海に面した古くからの温泉。この源泉を温泉街全
体で集中管理して各旅館に供給すると同時に、水道水も源泉の熱でお湯
にして各旅館に供給している。これによって従来のボイラーと重油が不
要になり、CO2 の排出を23％削減させた。かつては観光戦略・経営方針
がばらばらだった地域を、若手経営者たちが中心となり「湯野浜 100 年
計画」を掲げて地域全体をまとめる中で、全国初の地域全体での熱利
用の取り組みとして成功させた。（写真⑤）
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ないんだと思ったわけです。ところが、現状ではそ
れが使えないシステムになっていたのです。山形は
35 市町村全部で温泉が湧いている温泉王国なので
すが、この温泉だってみんな電気や石油・重油を使
わないと使えないのです。すべてが石油依存体質に
なっているんですね。これはおかしいと思いました。
　まず、大停電にならないような地域分散型の電力
供給は考えられないかと思いました。避難者の中に
は、原発事故による人が多く、当時の滋賀県の嘉田
知事と私と、二人の女性知事が積極的に“卒原発”
を訴えました。でも、言っただけでは仕方がないので、
山形県では卒原発を踏まえたエネルギー戦略を策定
したのです。
　平成 24 年 3月に策定しまして、それで平成 42 年度
までに原発１基分に相当する100 万 kW を再生可能
エネルギーで開発することにしました。
広中　それは地域分散型の電力になるのですか？
吉村　できる限り地域分散型という視点も入れなが
ら、まず再生可能エネルギーの開発に取り組もうと、
県庁に環境エネルギー部も設けました。
広中　日本では、明治以来、中央集権的な大企業
中心の電力会社が支配してきました。戦後は９大電
力に分かれて、地区ごとにそれぞれの電力会社が発
電から送電までを独占してきましたね。最近になっ
て電力も自由化されましたが、現実には送電網を握
っている既存の大電力会社が力を持っています。自
然エネルギー開発の動きがあっても、それがうまく
買い取られなかったり、うまく配電されなかったりと
いう問題をいろいろな地方で聞きます。自然エネル
ギーを推進しようとしている山形県の場合はいかが

でしょうか？ それは知事のリーダーシップで克服で
きるものなのでしょうか？
吉村　それは未知数かな。山形県の場合、再生可
能エネルギーは 24.7％で、それ以外は東北電力か
ら融通してもらっているのです。
広中　東北電力というと大企業ですよね。小さな電
力会社が発電しても、それをうまく送電網につなげ
ないといけないのですが、そこはうまくいっているの
ですか？
吉村　昔は県内にもいろんなところで水力発電が行
われていました。県内を回ってみますとその時の施
設がまだ残っていて、ここは何とかという会社がや
っていたけど、いまは東北電力になっているといっ
た話を聞きます。小さな電力会社を買い取っていって、
やがて独占状態になったのですね。
広中　かつては地域発電というのはあったのです
か？
吉村　そのようです。ただ山形県の企業局では、14
の水力発電所で発電しています。県ではこの発電機
能をもっと強化して、量も増やしつつあります。また、
県で管理しているダムで発電した電力の一部は県庁
で利用していますが、ほとんどは東北電力に売電し
ています。
　できれば地域分散型を進めたいという思いがあ
り、県と経済界が一緒になって、「やまがた新電力」
という会社を立ち上げました。そこでは県内で再生
可能エネルギーを用いて発電している発電事業者か
ら電力を買いあげて、それを既成の電力会社より少
しお安く売電しています。
広中　主に公共施設に向けての売電ですね。
吉村　今のところはそうですが、これからどんどん
発電量を増やしていけば、いろいろなところに供給
することになるでしょう。

自然保護と産業が循環する
鶴岡のバイオマス発電

広中　小規模発電というのは、アメリカのカリフォル
ニアなどでも非常にたくさん行われています。それも
やはり地域で使われなければいくら発電しても仕方
がないわけですから、一企業の独占ではなくて地域
分散型が理想ですね。
　鶴岡市の鶴岡バイオマスという会社（視察 3）を
見学させていただきましたが、ここは東北電力の他
に、先ほどお話に出てきた県出資の電力会社である

「やまがた新電力」にも売電しているとうかがいまし
た。まさに地域産業の活性化にもつながる事業だと
思います。
吉村　山形は全面積の 72％が森林ですが、戦後、
海外から安い木材を買ってきたので、山形も含めて
日本の山は荒れてしまいましたね。林業が成り立た山形県　吉村 美栄子知事
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庄内地域の特性を活かした風力発電
広中　今回の視察では風力発電も拝見させていた
だきました（視察 4）。酒田市から秋田県に近い遊
佐町にかけて数十基の風力発電が立ち並んでいまし
て、なかなか壮観な眺めでした。その中の一番北に
ある7 基の風車が並んでいる、加藤総業という会社
の遊佐風力発電所を見学させていただきました。
吉村　加藤総業さんは県内の企業ですね。
広中　100m 近くもある風車の高さに圧倒されまし
たが、この地域はもともと日本海からの強い風が吹
きつけるところですね。海岸線には防風林がどこま
でも続いていましたし、その風が吹き込む庄内平野
には、あちこちに防雪壁が設けられていて、冬の吹
雪のすさまじさが伝わってくるようでした。まさに風
力発電に適した土地柄なんですね。
吉村　そうなんです。風力発電は発電量が大きく変
動する発電システムですので、あとは、バッテリーを
つけて、発電量が送電網に流せないほど多くなれば、
その分をバッテリーに溜めて、発電量が下がったら、
バッテリーから足りない電気量を流して、安定的な
供給ができると思います。
広中　その加藤総業さんのお話では、平成 22 年に
この風力発電所の運転を開始するまでには非常に多
くの関門があって、大変な思いでその一つひとつを
クリアしてきたそうです。もちろん技術的な問題が
まずあるのでしょうが、資金の問題も大きかったそ
うです。そうした中で、原発 1 基分の電力 100 万
kW を再生可能エネルギーで賄おうと知事が先頭に
なって唱えてこられ、実際の資金面でも地元の銀行

ないので伐採に適した 60 年とか 70 年経った木も手
つかずに放置されています。
広中　戦前に木を伐りすぎましたからね。戦後すぐ
に植えましたけど、それが育つのには 50～60 年か
かるわけです。その間は、輸入するしかなかったの
でしょうが、それに慣れてしまって、国産材を利用す
るシステムが回らなくなってしまったのでしょうね。
吉村　私は計画的に回らないようにしてきたと思って
います。要するに石油をどんどん輸入したい業者さ
んたちの思惑もあったのでしょう。それで林業が衰
退しました。それは地方にとっては非常によくない
現象だと思っています。
　やはり日本全体で、国内にある地域資源を生かし
ていくことが大事です。山形県では、伐採するもの
は伐採し、100％再造林して、森林を健全なものに
しようとしています。ところがお金がかかります。伐
ったら植えろというけど、資金がないから植えられ
ないんです。国が 68％まで補助してくれるのですが、
それに県が上乗せしまして、いまは 100％補助してと
にかく再造林をしてもらっています。そうしないとは
げ山になってしまいますから。
広中　バイオマス発電所の隣に製材所ができていま
したが、この連携も意味がありますね。木材の材質
には A、B、C、D とランクがあるそうで、バイオマ
ス発電に使うのは C、D ランクの未利用材や端材に
なるそうです。住宅建材や家具に使えるA、B ラン
クの良質の木材を燃料として使うのはもったいない
ので、選り分けて使うことになります。しかし、伐
採の現場で選り分けるのは大きな負担になります。
ところが、この製材所ができて、ここで仕分けして
くれるので、山の中で伐採したものはそのまますべ
てを運び出せばいいとのことでした。山の資源をよ
り有効に使えるわけです。こうした連携をみても、
鶴岡のバイオマス発電事業は、自然と産業の全体を
回すようなシステムになっているのですね。それが
素晴らしいと思いました。
吉村　あのバイオマス発電所は技術的にも大きな特
徴をもっているんです。出資会社のトーセンの社長さ
んと大学の先生が一緒に考案した木質チップの圧縮
脱水装置があります。木材チップを積み上げて、そ
れをギューッと押しつぶすだけなのですが、これに
よって木材に含まれている水分がとれるという装置
です。
　北国の木材は 60％が水分なので燃えにくい。そ
のうえ、自然乾燥だと水分が抜けにくいです。そこ
で 40％くらいまで含有水分を落とすと、燃えやすく
なります。そのための脱水装置を世界で初めて開発
したんです。まさに現場力です。これは林業と工業
の連携だと感心しました。県としても、こうした林
工連携を政策としてきっちり打ち出しています。 公益社団法人環境生活文化機構　広中 和歌子会長
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や県が支えてくれたことなどが大きかったとおっしゃ
っていました。
吉村　再生可能エネルギーをなんとか推進したいと
いう思いはもちろん強いのですが、やはり県内の事
業者にやってもらって、儲けていただき、税金をも
たらしていただきたいわけです。いくら自然エネルギ
ーだと言っても、県の経済活性化という視点がない
といけないと思っています。
広中　ただ風力発電の機械は輸入品だそうですね。
吉村　ドイツ製なんです（苦笑）できれば国内メー
カーのものであってほしかったのですが……
広中　風力発電というマーケットにある程度の規模
がないと日本のメーカーも本腰を入れて開発できな
いのでしょうね。
吉村　それは政府が本気で再生可能エネルギーを
推進しようとしていないからでもありますね。政府が
その気になれば大きく方向は変えられるはずです。
あれが国産だったら非常にいいのに、と残念に思っ
ています。これからは、車も電気自動車となってい
くと、その部品もどんどん少なくなっていきますから、
その分を風力発電の開発に向けていただけたらいい
のですが。山形にも工業部品の製造業がたくさんあ
りますので、政府にも風力発電を推し進めるための
あらゆる支援をしてほしいと要請はしています。
広中　今まで電力システムといえば原子力や火力発
電のような大型のものにばかり目を向けてきました。
風力発電などの小口の電力システムには、経団連や
財界としても関心が薄かったと思います。
吉村　この点については、日本は欧米に比べて 10
年は遅れていると聞いています。これは発電ではあ
りませんが、山形県内の温泉では、木材チップを使
ったボイラーを使っているところもあるのですが、こ
のボイラーも外国製のものを使っているんです。
　県内にはペレットストーブを作っているところもあ
るのでボイラーを作ってほしいと頼んでみましたら、
技術的に無理だと言われました。やむなく外国のボ
イラーを使っていますが、日本にその技術がないわ
けはないと思います。日本はやる気になったらできま
すよ。そこに政府なり経産省がぐっと力を入れてくれ
たら、私はまた違った展開ができると期待している
のですけどね。

温泉の熱を街ぐるみで利用した例
広中　温泉のボイラーの件では、今回、湯野浜温
泉で地元旅館街の方から非常に面白いお話をうかが
いました（視察5）。湯野浜温泉では温泉の源泉を街
ぐるみで集中管理して各旅館に温泉とお湯をそれぞ
れ供給する仕組みになっているそうですね。
吉村　熱利用の取り組みはよく聞きますが、湯野浜
の取り組みはそれを温泉街全体で実施した点で日本

初です。
広中　シャワーなどに使う普通のお湯も温泉の熱で
温めているそうで、先ほど知事がおっしゃったボイ
ラーも不要になったとのことです。当然、化石燃料
を必要としなくなったので、CO2 の削減にもつなが
っています。自然エネルギーの利用という点で考え
れば、何でも電力に頼ってしまうばかりが能ではな
いわけで、このような利用の仕方もあるのですね。
吉村　電力となりますとどうしても送電網など様 な々
問題が出てきますが、熱利用なら地域分散ですぐに
できると思います。山形県は温泉がたくさんあるの
でハウス栽培などにも利用できますね。熱利用に関
してはもっと力を入れていきたいと思っています。
広中　家の床暖房にも使えそうですね。ドイツでも
こうした熱利用がありまして、例えばハイデルブルグ
では非常に暖かい居心地のいいシステムになってい
るのですよ。やはりそれは地域分散だからできるの
ではないかと思います。システムそのものは、私はよ
く理解してはいませんが、やはり海外の例に学ぶこ
とも非常に多いのではないでしょうか。
吉村　それは良い話をうかがいました。韓国でもオ
ンドルという床暖房がありますね。県の環境エネル
ギー部でも、そうした世界の参考になる例を調べて
もらおうかと思っています。
　ただ、私は再生可能エネルギーの推進が地域経
済の活性化につながるところまでもっていきたいの
です。風力発電にしても県外の業者さんが来て、大
きな風車をたくさん建てても、自分たちが儲けてし
まうだけで山形県にはお金が落ちないというのでは
困ります。ですから、県内の事業者にやってもらい
たいと思っています。
広中　確かにその視点は重要ですね。これからも
大いにリーダーシップを発揮され、山形の理想郷を
目指した知事のユニークな活動を期待しております。
　本日はお忙しい中にもかかわらず、楽しいお話を
いただきありがとうございました。

山形県知事

吉村 美栄子（よしむら みえこ）

昭和 26 年、山形県大江町生まれ。昭和 49 年、お茶
の水女子大学を卒業し、リクルート勤務。昭和 52 年、
リクルートを退社し、夫・和彦氏とともに山形に帰郷。
昭和 56 年、子育てしながら行政書士の資格を取得。
平成 9 年、夫・和彦氏死去。以後も義父母と同居。平
成 12 年、自宅にて行政書士事務所を開業。この間、
山形県教育委員会委員、山形県総合政策審議会委員、
山形県農業農村振興懇話会委員等を歴任。平成 21年、
山形県知事に就任（現在 3 期目）。
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　現在の世界の水需要の 70％は農業（主に灌漑用
水）向け、20％は産業（75％はエネルギー産業、
25％が製造業）向け、10％が生活用水向けだ。今
後 20 年間、工業および生活用水の需要は、農業用
水需要を上回るペースで拡大するものの、農業用水
向けは依然として最大の水需要分野であることには
変わりがない。作物にもよるが、1kg の穀物を生産
するためには 1,000 ～ 5,000km3 の水が必要なため
だ（牛肉 1kg 生産するには、16,000km3 の水が必
要と言われる）。この一方、利用可能な水資源は減
少している。世界の水不足問題はアジア地域におい
てより先鋭化する可能性が高い。アジアには、世界
人口の 6 割が集中するのに対し、利用可能な淡水
のシェアは 3 割弱に過ぎないためだ（図表３）。にも
かかわらず、人口増加や地下水の枯渇、水質汚染な
どにより人口 1 人当たりの水供給可能量は減少して
いる。

バーチャル・ウォーターの輸入も急増
　世界の農業地域で水不足が徐々に進行していくに
つれて、農産物貿易はますます作物生産に必要な水
の量によって決定されることにもなりそうだ。1m3 の
水の重量は約 1t と重いが、その価格は日本の場合
3 ～ 4 円と安い。すなわち、「重くて安い」水資源は、
貿易には適さず「限りなく地域限定の資源」なのだ。
このため、水資源に乏しい国や地域は、水を輸入し
て食糧を生産するよりも、食糧そのものを輸入する
ことが合理的だ。食糧の輸入は、バーチャル・

　21 世紀を展望した場合、最も深刻な環境問題は
「水の問題」だと言われる。環境工学を専門とする
丹保憲仁は『水の危機をどう救うか』で、「『水シス
テム』は『エネルギーシステム』と並んで、人類の
生存基盤を成す最重要の文明要素」と指摘する。「食
料供給はその交差するところにあり、文化はその上
に花開く」のである。しかし、今世紀に入ると水や
空気、土地などの移動困難な地球資源のひっ迫が
成長の可能性を大きく制約するようになった。

加速化する世界の水需要
　地球上に存在する水の量 13.8 億 km3（立方キロ
メートル）のうち淡水は 0.35 億 km3 でわずか 2.5％、
その 3 分の 2 は南極の氷雪であり、比較的利用しや
すい河川・湖沼などの水は 0.01％に過ぎない（図表１）。
一方、この限られた水資源に対して世界の水需要は
急増している。
　国連の推計によれば、世界の年間水使用量が
1,000km3 に達したのは 1930 年である。言わば、数
千年をかけて水需要は年間 1,000km3 に達したわけ
だが、その後、水需要がその倍の 2,000km3 に達し
たのが 30 年後の1960 年。1980 年には 3,000km3、
2000 年に 4,000km3 に拡大した。国連は『世界水
開発報告 2018』で、世界の水需要は現在の 4,600km3

から 2050 年には 5,500 ～ 6,000km3 にまで拡大し、
2025 年頃には世界人口の半数が水不足に陥る可能
性があると予測している（図表２）。背景には、世
界人口（水利用者）の増加、経済成長に伴う1 人
当たりの水使用量（生活用水）、工業用水、農業の
生産増加に伴う灌漑用水利用の増加がある。

水の制約が強まる
株式会社資源・食糧問題研究所 代表　柴田 明夫氏

図表 1　地球上の水資源
（資料）水資源便覧より作成

図表２　世界の水需要 （単位：km3）
（出所）国連世界水発展報告、世界気象機関（WMO）より筆者作成
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から、差し引き 4,000 万 t の輸出が可能になった。
これに対し、2018 年の生産量が仮に 7,000 万 t へ
2 割弱減少すると、内需の 4,500 万 t を差し引き、
輸出余力はせいぜい2,500 万tとなる。前年の 4,000
万 t からは 4 割弱減少することになる。すなわち、
2 割の減産が 4 割の輸出削減に増幅されるのであ
る。日本など輸入国の立場からは、基礎食料である
穀物は絶対必需品であり、何としても必要量を確保
しようとする。その結果、国際穀物価格の暴騰を招
くことになる。これが国際穀物市場の姿である。
　では、穀物貿易量が 4 億t台へ倍増したことによっ
て、「薄いマーケット」という国際穀物市場の性格は
変わったのであろうか。そうは思わない。理由は三
つある。一つは、貿易量が増えたとはいえ、生産量
に対する比率は、25 億 t に対する 4 億 t で 16％とや
はり「薄い」。第二に、輸出国がますます米国、ブ
ラジル、アルゼンチンという特定国に絞られてきたこ
とだ。戦略的に輸出するということは、裏を返せば
戦略的に輸出をしないことにもなる。これには既視
感がある。筆者は、食糧が武器として使われた

1970 年代を想起させる。第
三は、もっと深刻な話であ
る。中国や日本、それから
中東・北アフリカ諸国など
主要な食糧輸入国の立場に
立った場合、大量の食糧を
輸入せざるを得ない状況の
背景に何があるか。ここに
は、水資源の劣化ないし枯
渇の問題が潜んでいるとみ
る。穀物貿易量の倍増は、
輸入国における水資源の制
約を表しているのではない
かという疑念である。

ウォーターの輸入であると言われる所以である。す
でに水不足が深刻化しつつあるアジア諸国は、最大
の食糧輸入国となり、自らは工業製品の最大輸出国
となっている。これは、農産物貿易に姿 ･ 形を変え
た形で、こうした国際的な水取引が活発になるこ
とを意味する。こうした形での食糧輸入は「バー
チャル・ウォーター（仮想水）の貿易」と呼ばれる。
世界の穀物貿易量は、1980 年代から1990 年代まで
年間約 2 億 t 強で推移してきた。しかし、2000 年代
に入って急速に拡大し足元では 4 億 t 台へと倍増し
ている（図表４）。
　かつて、穀物貿易は、主要生産国でまず自国の
需要を確保したうえで、余ったものを輸出するという
性格のものであった。生産量に対し輸出に供される
比率は約 8 分の 1で、そもそも原資が限られること
から、国際穀物市場は「薄いマーケット（thin 
market）」と呼ばれ、生産・輸出国の生産量の変
動が増幅して表れた。ロシアの小麦生産を例にとる
と、2017 年の生産量は約 8,500 万 t と史上空前の
豊作となった。国内の消費量は約 4,500 万 t である

図表３　世界の水資源および取水量　2000 年
（出所）国連「World Water Development Report 3」より筆者作成

図表４　世界の穀物貿易量および貿易比率（米農務省 2018.10.11）
　（出所）USDA より筆者作成
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からの蒸発量は抑制される（逆は逆）。このため、
IIMI は砂糖きび、夏作米、トウモロコシなど蒸発
量が大きい作物の生産は、ウェット節水の面からは、
将来的に北米や欧州、南米の一部など水利用可能
性の大きな地帯に集中する可能性が大きいとみる。

心配な日本の農業用水管理
　水の管理という面では、日本農業の生産基盤で
ある農地も心配だ。農地制度については、どのよう
に折り合いをつけたらよいのか難問である。1965 年
に 600 万 ha（ヘクタール）あった日本の農地は、足
元では 500 万 ha（うち水田 260 万 ha、畑 240 万 ha）
を割り込んでいる。現在、農地の 54％は担い手

（認定農業者）によって耕作されているが、政府は
2023 年度までにこの比率を 8 割とする方針である。
とはいえ、なかなか容易ではない。農業水利施設な
どの整備・管理を行うことで、地元農業者を中心に
農地の保全を行っているのが土地改良区である。こ
れまで全国に張りめぐらされた農業水利施設は約
40 万 km2 におよび、全農地面積 3 分の 2 に当たる約
300万haの農地に安定的に灌漑用水を供給している。
　しかし、農林水産省がまとめた「今後の土地改
良区の在り方について」によれば、1980 年には 1 万
以上あった土地改良区の数は、2016 年末で 4,585
地区と、合併などによりこの 40 年で半減した。この
間、500 万人を超えていた組合員数も 359 万人まで
減少。土地改良区の組合員の構成をみると、地域に
よって差はあるものの自作地が 6 割強で貸借地が
4 割弱となっている。問題となるのは土地持ち非農
家の所有地であることだ。土地持ち非農家は、自ら
耕作することを止めているだけに土地改良事業への
関心が薄く、それだけ耕作者の負担が増す恐れが
ある。負担は金銭面だけではなく、農道の舗装、
水路の泥上げ・見回り、水田ののり面の草刈りなど
の夫役も伴う。「耕作者が土地権利の中心でなけれ
ばならない」という考え方は、農地制度を考える上
での情勢であるにもかかわらず、現状はそうはなっ
ていない。
　かつて耕作者がみずから農地を所有していた時代
はこうした問題は生じなかった。しかし今後、日本
の農業が少数の担い手（大規模企業農家）と兼業
を含む多数の小規模農家に二極分化していくとする
と、問題はますます複雑化・多様化することが予想
される。前者は市場メカニズムを基礎に経営を拡大
するのに対し、後者には個を管理する地域共同体的
な性格が残るためである。農地・水という農業生産
基盤の脆弱化を防ぐには、両者がどこかで折り合い
をつける必要がある。

「水資源管理」という新たな課題
　世界の利用可能な水の量が増えないのであれば、
どのような水資源の管理方法を採るべきかが新たな
課題となる。この点、国連灌漑管理研究所（IIMI）
は、「水資源管理の新時代」という論文のなかで興
味深い考え方を示している。ポイントは三つである。
　第一に、河川の水資源管理は河川流域全体で図
られる必要があるという点だ。その際、水資源に余
裕があり、余剰の水を河川流域の外に放流している

「開放状態」の場合と、余剰水がなく全ての水を河
川流域内で使い切る「閉鎖状態の場合」とでは、
水資源の管理方法は大きく異なる。一般に、ある河
川流域における人口および経済が成長するに連れ
て、河川流域は徐々に開放的な状態から閉鎖的な
状態へと変化する。また、河川流域が閉鎖的になれ
ば水効率は高まるが、逆に水利用効率を向上させる
余地は少なくなり、将来の水不足の程度が大きくなる。
特に、ある河川流域において「水源部の住民」と「流
域末尾の住民」との水をめぐる深刻な対立が避けら
れない。こうした中で、公正な分水をどうするかとい
うのが新しい水管理時代の中心問題である。
　第二に、事実上の節水（ウェット節水）と机上の
節水（ドライ節水）とを明確に区別する必要がある。
新しい水管理時代においては、「机上」ではなく「事
実上」の節水すなわちウェットな節水を達成すること
に努力を傾けなければならない。例えば、歯磨きを
している間に水道の蛇口を閉めておけば大きな節水
につながるという主張は、河川流域が閉鎖状態にあ
る場合、単にドライ節水をもたらすに過ぎず、河川
流域全体における給水量は変化しない。注力すべき
は、あくまでもウェット節水である。
　第三に、ウェット節水を考える場合、重要なのは、
世界の水使用量の約 8 割を占める農業 ･農村での
使用効率の向上を如何に図るかである。一般に、河
川流域の水を使用する際にロスが発生するケースと
しては、①地表面や植物からの蒸発、②地下水へ
の流出、③水質汚染がある。この内、灌漑農業の
場合、水の蒸発によるロスが大きい。通常、蒸発は
灌･排水システムで日光にさらされる水の表面積およ
び圃場の表面積から生じるが、むしろ重要なのは
作物からの蒸発である。作物による水消費量のうち
体液のために使われるのは 1％未満で、残りの大半
が植物の温度調節のために使われるためだ。
　なお、この作物の蒸発の程度は、それぞれの作物
の特性によって異なるものの、その栽培地域やある
時点での気象条件によっても影響を受ける。例えば、
温度が低い、風が弱い、湿度が高い場合は、作物
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　今回のテーマは「愛」、ではなく「藍」である。
タデ科の植物である「藍」は世界中で栽培されて
いる。緑の藍葉からどうしてあの青が出てくるのか
不思議。しかも、天然繊維を青く染められる染料と
しては、藍はほぼ唯一のものである。主なものに

「インド藍」、ヨーロッパ産の「ウォード藍」がある
が、日本の藍は「ジャパンブルー」と称されて世界
に知られており、日本を代表する色である。中でも
徳島で栽培した藍の乾燥葉を発酵させてつくる天然
染料「すくも」は質が高く、特別に「阿波藍」と呼
ばれている。その「阿波『藍』から学ぶ色素の化学」
をテーマにした研究プログラムを見学するために徳
島大学薬学部の難波康祐先生を訪ねた。難波先生
は「薬となる分子を様々な化学反応を駆使して作り
だす」有機合成化学の専門家で、医薬・農薬となる
化合物や、病気の診断のための試薬や蛍光材料を
創りだしている。
　「藍」色は有機化合物のインディゴ由来の色彩で、
歴史上最も古くから使われている色素だという。100
年ほど前に藍の青さに魅せられたドイツ人の化学者
が、徹底的に藍を分析し、構造を解明したことによ
り、合成藍（インディゴ）が登場する。難波先生の
資料には「現代の有機化学の原点は『藍』にある
ともいえ、『青は藍より出でて藍より青し』の言葉ど
おり、インディゴの化学構造から色素の化学が華々
しく発展してきた」と書かれていた。
　私たちに最も身近な藍染製品はジーンズだろう。
ジーンズの元祖リーバイ・ストラウス社の 1978 年ま
での製品はヴィンテージ物と呼ばれ、高値がついて
いる。その理由は天然藍で染められたデニムを使用
しているからだそうだ。天然の藍染は染料となる蓼

たで

を育てるところから始まるので、およそ１年を要し、
とても手間暇がかかる。安価な合成藍を用いること
によって、大量生産が可能になり、私たちは手ごろ
な値段でジーンズを手にすることができるようになっ

ている。
　難波先生が「有機化学は錬金術！」とおっしゃっ
た意味がよくわかった。難波先生によると、「藍から
始まった色素の化学」は発展し、生きた細胞を染め
る蛍光剤や目に見えない「臭い」も染める蛍光分子
の開発に成功しているそうだ。それらの染色技術は
医療分野でも活用されていて、病気の発見に役立つ
物質の発見につながっている。
　このように有機化学は私たちの生活を豊かにし、
便利にもする。一方で合成藍の登場で多くの世界中
の藍を栽培していた農家は打撃を受けたという負の
側面を知ると、ちょっと複雑な気持ちになる。しかし、
今、天然藍の持つ美しさが日本だけでなく、世界的
に見直されてきている。徳島県はオリンピックの公
式エンブレムに藍色の組市松門が採用されたことを
記念して、東京五輪の開会式が行われる7 月 24 日
を「とくしま藍の日」と定め、学校現場も巻き込み
ながら天然藍の栽培に力を入れ始めている。
　それにしても、藍色はなぜ私たちの心をくすぐる
のか。やっぱり「藍」は「愛」だから。

青く輝く、細胞
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の発展形を意味しています。発表当時は正直なとこ
ろ「記事にするのが難しいな」と思ったのですが、
ユニフォームに CSWの理念が反映されているはず、
とチェックしました。
　コンセプトは「ボーダーレス」。グレーを基調に、
コーポレートカラーのオレンジが鮮やかです。胸元
に社名ロゴ、ストレッチを効かせ、現代風の細身の
シルエット。夏用ジャケットには再生ポリエステルを
採用しています。
　工場現場での安全性にも配慮しています。従業員
がパンツのポケットに手を入れて歩いて転倒しないよ
うカーゴタイプのデザインに変更、腰部分にあったポ
ケットを低い位置に付けました。検品の際に傷がつ
かないよう、ファスナーは全てフラップなどで覆われ
ています。
　工場には見学や商談で多くの人が訪れ、ショー
ルームとしての機能もある。このためリニューアルに
は「モノ作りにとどまらず、“見せる工場”をつくり
たい」という思いがあったといいます。若い世代に
魅力的なユニフォームなら、採用活動の一助にもなる
でしょう。オフィス環境に関わるメーカーだけに、自
社の職場環境にもきめ細かい配慮がされていました。
　環境と経済、企業と労働。SDGs が掲げる2030 年
までの目標に向けて、ユニフォームの役割もさらに
大きくなっていくのではないでしょうか。

　国内最大の環境展「エコプロ 2018 〜環境とエネ
ルギーの未来展」が 2018 年 12 月 6 日～ 8 日、東
京ビッグサイトで開催されました。素材メーカーやア
パレルの出展も多いため毎年取材していますが、今
回展は「持続可能（サステナブル）な社会の実現
に向けて」をテーマに掲げ、従来の環境、エネルギー
に「経済（エコノミー）」が加わりました。自然環
境はもともと存在するものですが、環境保全は人間
の社会活動、すなわち経済を抜きにして語れません。
　会場では SDGs（持続可能な開発目標）のテーマ
ゾーンが設けられ、産官学のさまざまな取り組みが
紹介されていました。繊維業界関係者の注目は「ナ
ノセルロース展」です。セルロースナノファイバーは
鋼鉄の 5 分の 1の軽さと 5 倍の強度を持ち、さらに
再生可能という新素材です。ほかにも地方創生やビ
ジネスマッチング、職場のヘルスケアなど多彩な展
示で CSR（企業の社会的責任）や従業員の健康、
安全・安心など「環境」の領域の広がりを印象付
けました。
　従業員の職場環境には、ユニフォームも密接に関
わっています。オフィス家具メーカー大手のイトーキ
の事例をご紹介します。同社は 18 年秋、全国 4 カ
所 6 工場のユニフォームをリニューアルしました。制
作はリバースプロジェクト。リバース社はエシカル素
材を使ったユニフォームを提案する「全日本制服委
員会」というプロジェクトを行って
おり、小欄でも紹介したことがあ
ります。
　2 社は 16 年、共同で「CSW 事
業（社会性に富んだ新規事業創
出）」を開始しました。社会的価
値と企業的価値を両立させ、企業
の経済活動を通じて社会的な課題
を解決していくことを目指す経営

「CSV（Creating Shared Value）」

SDGsとユニフォーム

ダイセン株式会社 記者 富永 周也氏

エコ＆
ユニフォーム
最前線

28

イトーキの新ユニフォーム
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平成30年度持続可能な社会づくり活動表彰

　環境教育に関心のある全国の多様なセクションの
人々が意見交換や最新情報の共有を行い学び合う
場。1987 年にスタートし、1992 年にその事務局が
母体となり日本環境教育フォーラムが設立。毎年、
社会の動きやトレンド、最先端の情報に合わせたテー
マのもとに開催され、これまで 5,000 人以上が世代
や地域を越えてつながり、学んだことを各々の地域
で実践して、全国にネットワークを広げてきた。また、
この活動をモデルに全国で集会が行われ、様々な
組織・団体が立ち上げられた。活動の最大の特徴は、
参加者が「主役」であること。主催者企画のプロ
グラムの他に、参加者がワークショップを企画・実
施し合い、お互いの学びをつくっていくことを大切に
している。

　本表彰は、持続可能な社会づくりの推進を目的に、持続可能な社会づくりに資する地域社会・国際社会への貢献、
環境教育及び生物多様性保全活動等の企業・団体が実施する活動の中で特に優れた活動を顕彰し、その活動を全
国に広く発信することで、民間の環境活動を活性化し、個人、そして企業・団体、地域といったコミュニティの価値
観と行動の変革をもたらすことを目指しています。

持続可能な社会づくり活動表彰概要
■表彰の種類

環境大臣賞
　持続可能な社会づくりに資する活動の中で特に優れた活動を実施している企業または団体
公益社団法人環境生活文化機構会長賞
　持続可能な社会づくりに資する活動の中で優れた活動を実施している企業または団体
公益社団法人環境生活文化機構理事長賞
　循環型社会構築に関する３Ｒ活動、または本機構の事業に関して、環境保全に多大な功労のあった企業または団体

■審査基準

１．受賞活動紹介
　平成 30 年度は、持続可能な社会づくり活動表彰として、環境大臣賞 1 者、機構会長賞 2 者、機構理事長賞とし
て 2 者が決定しました。

・持続可能な社会づくりに資すること。
・継続的、かつ一定頻度の活動であること。
・波及効果または啓発・教育効果があること。
・将来にわたり持続するビジョンを有すること。

・一定の面的広がり、または地域性のあること。
・持続的な発展に向けた工夫や独創性があること。
・地元自治体、地域住民、NGO 等との連携が図られて

いること。

■審査委員会
委員長　広中 和歌子　元環境庁長官・公益社団法人環境生活文化機構会長
委　員　竹内 恒夫　名古屋大学大学院環境学研究科教授
委　員　星野 智子　一般社団法人環境パートナーシップ会議副代表理事
委　員　森 　高一　NPO 法人日本エコツーリズムセンター共同代表

環境大臣賞
公益社団法人日本環境教育フォーラム「清里ミーティング」（山梨県）
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　地域で活躍する環境人材「科学的地域環境人材
（SciLets：サイレッツ）」の育成事業。地域環境の
保全・環境価値の利活用による地域活性化を図るた
め、それに必要な環境に関する科学的知見を有した
人材の育成を目的に、2017 年 4 月に企業・自治体
の環境担当者や社会人と三重大学学生を対象とし
て開設。社会人の利便性を考慮しビデオ講義形式
で、環境を網羅的にカバーする講義群「地域環境
科学分野」14 科目以上の受講修了者に「アナリスト」
の資格を認定する。さらに異分野・異業種交流、
共同研究などを通じ、より高度な「エキスパート」
の資格を認定する。事業実施にあたり三重県内すべ

ての地方自治体 29 市町と企業等 132 組織が連携
パートナーとなっている。

国立大学法人三重大学「科学的地域環境人材（SciLets）育成事業」（三重県）

　廃棄物処理事業者が実施する環境教育活動。
2015 年から子ども向け環境教育イベント「三木かん
きょうフェスティバル」を開催し、三木市や神戸市を
中心に地域と連携して児童を招待。リサイクル施設
の見学や、リサイクル堆肥で育てたじゃがいもの収
穫体験等多数のブースを展開し、累計約 6,000 人が
参加している。また、最終処分場跡地を活用し「花
とスポーツの公園」を無料提供。農場公園エリア、
スポーツに多目的利用できるグランド、ハーブ園、
日本庭園等があり年間平均 38 万人の来園者がある。
さらに、排出事業者を対象に廃棄物管理情報の発
信のため、メールマガジンの配信、実務ハンドブッ

クの配布、セミナーを累計 42 回開催している。

　産業用ウエスや手袋・軍手のクリーニング・リサイ
クル環境事業。もともと自動車、航空機、半導体
部品工場などでは清掃用具としてぼろ布などを使い
捨てにするというのが常だったが、日本ウエストン
では汚れたタオルや手袋類を洗濯して何度も使用
し、どうしても再利用出来なくなったものをマテリア
ルリサイクルするという事業を1970 年の創業から実
践してきた。ゼロエミッション達成等、全国の企業
の廃棄物問題解決に貢献している。さらに、「もの
を活かす」活動だけでなく、その活動を支える「人
を活かす」活動にも注力しており、創業から積極的
な障がい者雇用を行い、トイレ掃除や早朝勉強会な

どユニークで多彩な社内教育を行っている。

公益社団法人環境生活文化機構 理事長賞
日本ウエストン株式会社「持続可能な社会実現に向けた経営実践」（岐阜県）

公益社団法人環境生活文化機構 会長賞
大栄環境株式会社「大栄環境が目指す、持続可能な環境教育への取組み」（兵庫県 / 大阪府）
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２．表彰式
　平成 30 年 11 月 26 日、KKR ホテル東京（東京
都千代田区大手町）において、持続可能な社会づく
り活動表彰式を開催しました。
　当日は、来賓の環境省大臣官房環境経済課民間
活動支援室長 佐藤隆史氏よりご挨拶をいただき、
広中和歌子審査委員長から各受賞者の講評があり
ました。
　続いて受賞者に表彰状が贈呈されました。その後、
公益社団法人日本環境教育フォーラム 理事長 川嶋
直氏、大栄環境株式会社 執行役員総務部長 鰐部

仁氏、国立大学法人三重大学 生物資源学研究科
教授 佐藤邦夫氏、日本ウエストン株式会社 代表取
締役社長 臼井麻紗杜氏、KDDI 株式会社 サステナ
ビリティ推進室長 鳥光健太郎氏から、それぞれの
受賞活動をご紹介いただき、記念撮影の後、懇親
会を行いました。
　最後に、受賞者の皆様の今後ますますのご活躍
をお祈りしますとともに、表彰式にご参加いただい
た皆様へ、この場をお借りして厚く御礼申し上げま
す。

　電気通信事業者による使用済み携帯電話のリサイ
クル活動。2000 年から18 年以上にわたり、全国の
au ショップでお客様の不要となった携帯電話を回収
し、「手分解」による使用済み携帯電話のリサイク
ル活動を行い、99.8％のマテリアルリサイクル率を
実現している。効率性、簡便性等の観点で勝る機械
ではなく、無駄なく再資源化するためにあえて手分
解で携帯電話のリサイクルに取り組み、これまで累
計 2,920t、2017 年度は約 134 万台の携帯電話を回
収した。さらに、サステナブルな社会の実現と障が
い者の雇用創出の両立を目指し、特例子会社である
KDDI チャレンジドにて、障がい者雇用を継続的に

推進し、「手分解作業」で持続可能な社会づくりに
貢献している。

KDDI 株式会社「『手分解』による使用済み携帯電話リサイクルの推進と障がい者の雇用機会創出」（全国）

左から　虫明理事長、KDDI 鳥光室長、日本ウエストン 津川常務取締役、日本環境教育フォーラム 川嶋理事長、大栄環境 
鰐部執行役員、三重大学 佐藤教授、環境省 佐藤室長、広中会長
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